
南地域交流センター（仮称）基本構想【概要版】

基本構想策定の目的

整備予定地の概要

1

２

＜地域からの主な意見＞

基本的な考え方３

（１）基本理念

＜ゾーニング＞



（２）機能と整備の視点



４ 今後の検討事項

（１）施設配置や各諸室等の具体化

〇今後、基本計画策定に向け、次の事項を検討する。

〇基本的な考え方をもとに、施設配置、各諸室の規模や設備の性能、駐車台数など

（３）公園、治水施設
〇地域交流センター、近隣公園、治水施設が一体となった魅力的なエリアの創出

（４）管理運営

〇PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ）の可能性、最適な事業手法

（６）交通アクセス
〇地域住民が気軽に利用できる施設とするための交通アクセスの確保

（２）利便施設の導入など
〇飲食や物販等の利便施設導入の可能性

〇情報技術の進展状況等を注視した、地域特性に応じたサービス提供に向けた取組み

（３）施設全体の整備の視点
〇ユニバーサルデザインの理念に基づくみんなにやさしい施設

〇快適なインターネット環境など利用者のニーズに対応した施設

〇花や緑があふれ、住民が身近に自然の潤いと安らぎを感じられる魅力的な施設

〇ZEB化による省エネ性能の確保や木材利用など、環境負荷低減に配慮した施設

〇災害に対して十分な安全性を備え、地域の避難所としての役割を果たす施設

（４）運営の視点
〇時代のニーズに柔軟に対応し、民間事業者のノウハウによる魅力向上や効率的な
管理運営

〇地域、大学、ＮＰＯなど、様々な主体の協力による多彩な事業の実施

〇他施設で実施している高齢者や子ども向けの事業等を本施設でも実施するなど、
新たな出会いや賑わいの創出

（５）最適事業手法

〇地域交流センターの役割を効果的に発揮できる管理運営方式・内容
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